
   

 

令和３年度業務実績評価における改善事項等の対応状況について 

  

１ 全体評価（組織、業務運営等に係る改善事項等への記載事項） 

①安定した財務環境を維持するため、入学定員の確保、外部の研究資金の獲得等による自

己収入の確保に向けた取組を求める。 

②大学設置基準及び大学院設置基準に定められた教員数の確保並びに事務職員の欠員解

消や事務局組織体制の強化に向けた取組を求める。 

（③国際芸術センター青森について、ＰＲ強化による自己収入の確保及び積極的な活用を

期待する。） 

 

２ 項目別評価への対応状況（該当箇所抜粋） 

 （１）経営・財務内容の改善に関する目標を達成するための措置 

① 

令和３年度

改善事項等 

受験生確保に向けた積極的な取組による検定料の増加や、科学研究

費補助金等の外部研究費の申請件数の増加など、自己収入の増加に努

めた点については評価できる。 

引き続き、外部資金獲得の取組を継続するとともに、研究関連収入

に関する目標値について、申請件数ではなく獲得件数に切り替えるよ

う求める。 

 

令和４年度

の計画状況 

令和４年度計画では、研究関連収入に関する目標を達成するための

措置として、 

○科学研究費補助金等の外部研究費の申請１１件以上の実施 

 ※１１件は、第３期中期計画策定年度の直近２年度（令和元年度～令和２年度） 

の平均以上の件数 

○外部研究費の獲得増に向け、令和３年度の支援の方策（案）を検証 

し、必要に応じた見直しの検討 

を実施することとしている。 

令和４年度

の実施結果 
（令和５年６月報告予定） 

 

 （２）業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置 

② 

令和３年度

改善事項等 

大学設置基準及び大学院設置基準に定められた教員数を確保する

ための取組並びに事務職員の欠員解消や事務局組織体制の強化に向

けた取組を求める。 

令和４年度

の計画状況 

令和４年度計画では、人材の確保に関する目標を達成するための措

置として、 

○大学設置基準及び大学院設置基準に定められた教員数を確保する 

ための積極的な募集活動による、優秀な教員の確保 

○事務局の業務内容、業務分担の見直し、適正な組織体制を検証し、 

必要に応じた見直し 

を実施することとしている。 

令和４年度

の実施結果 
（令和５年６月報告予定） 
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